
3　古代から中世へ

［
二
〇
一
八
年
度
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
］
特
集 

日
本
思
想
史
学
会
創
立
五
〇
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
二
回
：
日
本
思
想
史
学
の
現
在
と
未
来

古
代
か
ら
中
世
へ
─
行
基
像
の
変
容
と
そ
の
思
想
的
意
味

─

冨
　
樫
　
　
進

一
、
は
じ
め
に

　

奈
良
時
代
の
僧
・
行
基
（
六
六
八
〜
七
四
九
）
は
、
民
衆
や
豪
族
を

対
象
に
幅
広
く
布
教
活
動
を
行
う
一
方
、
東
大
寺
の
盧
舎
那
仏
造
営

に
大
き
く
貢
献
し
、
朝
野
を
通
じ
て
幅
広
い
尊
崇
を
集
め
た
。

　

そ
の
結
果
、
行
基
は
生
前
か
ら
〈
大
徳
〉〈
菩
薩
〉
と
称
さ
れ
る

の
み
な
ら
ず
、
死
後
ほ
ど
な
く
文
殊
の
化
身
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
（
本
報
告
で
は
以
下
、「
行
基
文
殊
化
身
説
」
と
表
現
す
る
）。
彼
の

活
躍
を
描
く
説
話
は
、
古
代
か
ら
中
近
世
を
通
じ
て
膨
大
な
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
し
て
い
く
。

　

史
料
上
に
お
け
る
行
基
文
殊
化
身
説
の
初
出
は
、
弘
仁
期
（
八
一

〇
〜
八
二
四
）
前
後
に
成
立
し
た
『
日
本
霊
異
記
』（
以
下
『
霊
異
記
』）

に
み
え
る
「
行
基
大
徳
者
、
文
殊
師
利
菩
薩
反
化
也（

（
（

」
と
い
う
記
述

で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
行
基
が
文
殊
の
「
反
化
」
で
あ
る
こ
と
の
理

由
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
天
長
期

─
厳
密
に
は
天
長

四
年
（
八
二
七
）
以
前

─
勤
操
と
泰
然
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
文

殊
会（

（
（

が
『
仏
説
文
殊
師
利
般
涅
槃
経
』（
以
下
『
文
殊
涅
槃
経
』）
に
依

拠
す
る
こ
と
か
ら
、
堀
池
春
峰
は
『
霊
異
記
』
に
お
け
る
行
基
文
殊

化
身
説
も
文
殊
会
同
様
、『
文
殊
涅
槃
経
』
に
説
か
れ
た
貧
窮
孤
独

の
衆
生
を
救
済
す
る
文
殊
菩
薩
の
姿
が
、
困
窮
者
の
救
済
に
邁
進
し

た
行
基
と
重
ね
合
わ
さ
れ
た
も
の
だ
と
考
え
た（

（
（

。
堀
池
説
は
そ
の
後
、

衣
服
弊
壊
の
老
僧
の
姿
を
と
っ
て
化
現
す
る
と
い
う
文
殊
の
イ
メ
ー

ジ
が
、
沙
弥
僧
の
如
き
粗
末
な
風
体
の
行
基
に
投
影
さ
れ
た
と
考
え

日本思想史学51-シンポ-冨樫進氏【再校】　　［出力］ 2019年10月2日　午後3時43分A5判：148×210mm　本文書体：リュウミンPr6N L-KL　13Q　行間8H　26W×22L  2段組

1

10

20

26

1

10

20

26

1

10

20

26

1

10

20

26

1522 20 10 5 1 1522 20 10 5 1



日本思想史学51〈2019〉　4

る
吉
田
靖
雄
の
見
解（

（
（

に
よ
り
補
強
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
両
者
の
議
論
は
、
い
ず
れ
も
『
霊
異
記
』
に
見
え
る
行

基
文
殊
化
身
説
を
分
析
す
る
に
際
し
、〈
史
実
上
の
行
基
〉
と
〈
伝

説
上
の
行
基
〉
と
が
必
ず
し
も
弁
別
さ
れ
て
い
な
い
上
、『
文
殊
涅

槃
経
』
に
み
え
る
文
殊
像
の
う
ち
〈
救
済
者
〉
と
し
て
の
側
面
の
み

を
以
て
、
古
代
か
ら
中
世
に
お
け
る
行
基
文
殊
化
身
説
の
思
想
的
意

味
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
①〈
史
実
〉
に
お
い
て
文
殊
信
仰
を
有
し
た
痕
跡
の

な
い
行
基
が
な
ぜ
文
殊
の
化
身
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、

②（『
文
殊
涅
槃
経
』
に
説
か
れ
る
如
く
）
身
を
や
つ
す
こ
と
で
自
ら
福
田

と
な
る
行
基
像
や
、
社
会
福
祉
的
利
他
行
に
挺
身
す
る
行
基
像
が
な

ぜ
『
霊
異
記
』
に
描
き
出
さ
れ
な
い
の
か
、
と
い
う
二
つ
の
根
本
的

な
疑
問
に
対
し
、
有
効
な
回
答
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
〈
史
実
上
の
行
基
〉
が
あ
た
か
も
文
殊
信
仰
を
有
し
て
い
た
か
の

よ
う
に
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
根
源
は
、
恐
ら
く
忍
性
（
一
二
一

七
〜
一
三
〇
三
）
ら
真
言
律
僧
の
実
践
活
動
に
求
め
ら
れ
よ
う
。

　

忍
性
は
少
年
の
頃
か
ら
文
殊
を
供
養
す
る
と
と
も
に
、
受
戒
後
間

も
な
い
時
期
か
ら
行
基
ゆ
か
り
の
生
駒
山
竹
林
寺
を
参
詣
し
て
い
た
。

非
人
や
病
人
の
救
済
と
い
っ
た
忍
性
の
社
会
福
祉
的
実
践
が
、
浮
浪

人
や
病
人
を
収
容
・
保
護
す
る
た
め
の
布
施
屋
の
設
置
・
運
営
に
倣

う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、〈
救
済
者
〉
た
る
文
殊
像
が
、
遡
及

的
に
行
基
へ
と
重
ね
合
わ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
堀
池
・
吉
田
は
と
も

に
、
忍
性
の
信
仰
・
実
践
を
通
じ
て
生
み
出
さ
れ
た
〈
伝
説
上
の
行

基
〉
を
、（
恐
ら
く
無
意
識
の
う
ち
に
）〈
史
実
上
の
行
基
〉
に
重
ね
合

わ
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
筆
者
の
推
測
が

正
し
け
れ
ば
、
右
の
①
②
の
疑
問
に
対
す
る
有
効
な
回
答
が
提
示
で

き
な
い
の
は
、
当
然
の
帰
結
と
い
え
る
。

　

筆
者
は
行
基
を
文
殊
の
化
身
と
す
る
『
霊
異
記
』
の
言
説
が
、
行

基
没
後
半
世
紀
以
上
を
経
た
段
階
で
ま
と
め
ら
れ
た
〈
伝
説
上
の
行

基
〉
に
属
す
る
内
容
で
あ
り
、〈
史
実
上
の
行
基
〉
と
同
一
視
す
べ

き
記
事
で
は
な
い
こ
と
を
改
め
て
意
識
す
る
と
と
も
に
、
古
代
か
ら

中
世
に
お
け
る
文
殊
化
身
説
の
諸
説
を
画
一
的
に
捉
え
る
の
で
は
な

く
、
各
史
料
の
文
脈
や
時
代
背
景
に
即
し
て
分
析
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
。

　

そ
の
際
に
筆
者
が
注
目
し
た
い
の
は
、
弘
仁
一
〇
年
（
八
一
九
）

成
立
の
『
顕
戒
論
』
に
お
け
る
、「
初
修
業
菩
薩
」
止
住
の
「
一
向

大
乗
寺
」
食
堂
上
座
に
文
殊
像
を
安
置
す
べ
き
と
い
う
最
澄
の
主
張

で
あ
る
。
最
澄
に
よ
れ
ば
、
文
殊
上
座
の
制
は
天
竺
僧
・
不
空
の
奏

上
に
対
す
る
唐
・
代
宗
の
勅
答
に
よ
っ
て
実
現
し
た
、
イ
ン
ド
・
中

国
と
い
う
二
重
の
〈
仏
教
的
権
威
〉
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
事

実
と
、
文
殊
が
〈
懺
悔
・
滅
罪
〉
を
司
る
と
い
う
趣
旨
の
『
文
殊
涅

槃
経
』
の
言
説
と
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た（

（
（

。

　

最
澄
の
提
唱
し
た
大
乗
菩
薩
戒
が
像
末
の
劣
機
に
相
応
し
い
戒
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
や
、
先
述
の
文
殊
会
が
八
〜
九
世
紀
に
盛
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5　古代から中世へ

行
を
み
た
薬
師
悔
過
同
様
、
懺
悔
・
滅
罪
を
主
な
目
的
と
し
て
お
り
、

当
該
期
の
薬
師
信
仰
と
文
殊
信
仰
に
は
懺
悔
・
滅
罪
と
い
う
共
通
の

功
徳
が
期
待
さ
れ
て
い
た
事
実（

（
（

を
考
慮
す
れ
ば
、『
霊
異
記
』
に
お

け
る
行
基
文
殊
化
身
説
は
〈
救
済
者
〉
と
し
て
の
文
殊
像
で
は
な
く
、

〈
懺
悔
・
滅
罪
〉
を
司
る
存
在
と
し
て
の
文
殊
像
に
依
拠
す
る
も
の

と
理
解
す
る
方
が
自
然
で
あ
る（

（
（

。

　

こ
こ
で
、「
古
代
か
ら
中
世
へ
」
と
い
う
シ
ェ
ー
マ
に
行
基
文
殊

化
身
説
の
展
開
を
は
め
込
む
と
、「〈
懺
悔
・
滅
罪
〉
か
ら
〈
救
済
〉

へ
」
と
い
う
展
開
様
式
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
様
式
が

妥
当
性
を
有
す
る
と
し
て
、
そ
こ
に
い
か
な
る
思
想
的
意
義
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
こ
の
展
開
様
式
は
行
基

信
仰
と
い
う
特
殊
な
テ
ー
マ
に
限
定
さ
れ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
日
本

思
想
史
（
あ
る
い
は
日
本
仏
教
史
）
上
に
お
い
て
一
定
度
の
普
遍
性
を

有
す
る
も
の
な
の
か
、
と
い
う
問
い
も
生
じ
る
。

　

こ
れ
ら
の
問
い
に
対
し
、
筆
者
は
現
時
点
に
お
い
て
有
効
な
回
答

を
持
っ
て
お
ら
ず
、「〈
懺
悔
・
滅
罪
〉
か
ら
〈
救
済
〉
へ
」
と
い
う

展
開
様
式
自
体
の
当
否
も
含
め
、
今
後
さ
ら
な
る
検
討
と
分
析
を

重
ね
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、「〈
懺
悔
・
滅
罪
〉
か
ら

〈
救
済
〉
へ
」
と
い
う
展
開
様
式
に
、
そ
の
ま
ま
「
古
代
か
ら
中
世

へ
」
と
い
う
シ
ェ
ー
マ
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
の
是
非

─
こ
の
問

題
は
、
必
然
的
に
時
代
区
分
に
関
す
る
議
論
を
導
き
出
す

─
に
つ

い
て
も
、
十
分
な
検
討
が
必
要
と
な
る
。

　

筆
者
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
当
日
、
行
基
文
殊
化
身
説
が
平
安
時
代
中

期
か
ら
後
期
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
、
中

世
に
向
け
て
い
か
な
る
思
想
的
課
題
を
も
た
ら
し
た
の
か
と
い
う
点

に
つ
い
て
、『
三
宝
絵
』『
扶
桑
略
記
』
に
見
え
る
行
基
文
殊
化
身
説

の
分
析
を
通
じ
、
見
通
し
を
立
て
よ
う
と
し
た
。
こ
の
発
表
の
骨
子

に
つ
い
て
は
、
別
に
説
明
の
機
会
を
与
え
ら
れ
て
い
る（

（
（

。

　

そ
の
た
め
、
こ
こ
で
は
発
表
内
容
の
概
要
を
述
べ
る
に
と
ど
め
る

と
と
も
に
、
賴
住
・
松
田
両
発
表
の
内
容
や
金
津
日
出
美
・
佐
藤
弘

夫
両
氏
か
ら
の
総
括
質
問
、
フ
ロ
ア
と
の
質
疑
な
ど（

（
（

を
ふ
ま
え
つ
つ
、

発
表
か
ら
約
五
ヶ
月
後
（
二
〇
一
九
年
三
月
末
）
現
在
に
お
け
る
私
見

を
呈
示
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

二
、〈
生
身
仏
〉
の
時
代

　

永
観
二
年
（
九
八
四
）、
源
為
憲
に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ
た
『
三
宝

絵
』
の
中
巻
は
、
聖
徳
太
子
の
事
蹟
に
始
ま
り
延
暦
一
五
年
（
七
九

六
）
の
法
華
八
講
の
開
講
へ
と
至
る
、
約
二
百
数
十
年
間
の
日
本
仏

教
史
を
構
成
す
る
。
全
十
八
話
中
、
唯
一
典
拠
不
明
の
第
十
八
話

を
除
く
十
七
話
は
『
霊
異
記
』
を
典
拠
と
し
て
お
り

─
特
に
、
第

四
話
か
ら
第
十
七
話
ま
で
の
十
三
話
は
『
霊
異
記
』
を
単
独
の
典

拠
と
す
る

─
、
同
書
か
ら
の
影
響
が
極
め
て
強
い
。
一
方
、
行
基

の
事
蹟
を
伝
え
る
第
三
話
で
は
行
基
文
殊
化
身
説
に
つ
い
て
の
言
及
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が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
拠
り
所
は
大

お
お
と

部も
の

屋や

栖す

野の

古こ

の
蘇
生
譚
に
依
拠

す
る
『
霊
異
記
』
上
巻
五
の
所
説
に
で
は
な
く
、『
日
本
国
名
僧
伝
』

（
逸
書
）
か
ら
の
引
用
と
思
し
き
、
天
平
期
の
難
波
津
を
舞
台
と
す
る
、

南
天
竺
僧
・
菩
提
僊
那
と
行
基
と
の
和
歌
贈
答
説
話
に
求
め
ら
れ
る
。

　
『
三
宝
絵
』
に
よ
る
と
、
菩
提
僊
那
は
行
基
の
詠
ん
だ
「
霊リ

ヨ

山ウ
セ
ンノ

尺シ
ヤ

迦カ

ノ
ミ
マ
ヘ
ニ
契チ

ギ
リテ

シ
真
如
ク
チ
セ
ズ
ア
ヒ
ミ
ツ
ル
カ
ナ
」
と
い

う
歌
に
対
し
「
伽カ

毘ビ

羅ラ

衛エ

ニ
ト
モ
ニ
契
シ
カ
ヒ
ア
リ
テ
文
殊
ノ
御ミ

貌カ
ホ

ア
ヒ
ミ
ツ
ル
カ
ナ
」
と
い
う
返
歌
を
し
た
と
い
う
。
こ
の
説
話
の
背

景
と
な
る
の
は
、
霊
鷲
山
に
お
け
る
釈
迦
の
説
法
に
関
す
る
『
法
華

経
』
の
言
説
で
あ
ろ
う
。『
法
華
経
』
序
品
で
は
、
文
殊
は
霊
鷲
山

に
お
い
て
釈
迦
の
説
法
を
聴
聞
し
た
菩
薩
の
一
人
で
あ
る
と
同
時
に
、

釈
迦
の
説
法
の
口
火
を
切
る
役
割
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

　

為
憲
が
天
台
法
華
宗
に
深
く
帰
依
し
て
い
た
事
実
を
重
視
す
る
と
、

釈
迦
在
世
時
の
天
竺
に
お
け
る
『
法
華
経
』
序
品
の
説
話
と
、
天
平

期
の
日
本
に
お
け
る
菩
提
僊
那
と
行
基
と
の
出
会
い
と
を
結
び
つ

け
る
上
で
、
①
天
台
宗
第
二
祖
・
慧
思
と
第
三
祖
・
智
顗
が
共
に
霊

鷲
山
で
釈
迦
の
説
法
を
聴
聞
し
た
と
い
う
〈
霊
山
同
聴
説
〉、
②
最

澄
の
前
世
を
智
顗
と
み
な
す
説
、
③
慧
思
が
聖
徳
太
子
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
っ
た
と
い
う
〈
聖
徳
太
子
慧
思
後
身
説
〉
と
い
っ
た
、
一
連

の
高
僧
転
生
伝
承
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
①
〜
③
は
い
ず
れ
も
天
台
宗
を
中
心
に
広
く
受
容
さ
れ
た
伝
承

で
あ
り
、
イ
ン
ド
→
中
国
へ
の
高
僧
の
転
生
を
説
く
伝
承
（
①
）
と
、

中
国
→
日
本
へ
の
高
僧
の
転
生
を
説
く
伝
承（

（1
（

（
②
③
）
の
存
在
に
よ

り
、「
霊
鷲
山
に
お
い
て
釈
迦
の
説
法
を
聴
聞
し
た
仏
弟
子
／
菩
薩

が
、
高
僧
と
し
て
日
本
に
転
生
す
る
」
と
い
う
言
説
の
形
成
・
定
着

を
促
進
し
た
の
で
は
な
い
か
。
イ
ン
ド
か
ら
中
国
を
経
て
日
本
へ
と

至
る
菩
提
僊
那
の
巡
礼
行
こ
そ
が
、
大
部
屋
栖
野
古
の
蘇
生
譚
に
代

わ
る
行
基
文
殊
化
身
説
の
信
憑
性
を
支
え
る
根
拠
と
し
て
、
為
憲
に

よ
っ
て
積
極
的
に
選
択
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
為
憲
の
選
択
を
思
想
史
的
に
位
置
づ
け

る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
評
価
が
可
能
と
な
る
の
だ
ろ
う
。
こ
こ
で

注
目
し
た
い
の
は
、『
三
宝
絵
』
成
立
の
前
年
に
当
た
る
永
観
元
年

（
九
八
三
）、
東
大
寺
僧
奝
然
が
文
殊
の
霊
場
で
あ
る
五
臺
山
、
お
よ

び
釈
迦
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
天
竺
へ
の
巡
礼
を
志
し
、
商
船
に
便
乗

し
て
宋
へ
と
向
か
っ
た
事
実
で
あ
る
。

　

首
都
・
開
封
に
て
太
宗
に
謁
見
し
た
奝
然
は
、
優
塡
王
所
造
と
伝

え
る
栴
檀
釈
迦
瑞
像
を
模
刻
し
た
釈
迦
如
来
立
像
（
清
涼
寺
本
尊
釈
迦

如
来
立
像
）

─
五
臓
六
腑
や
仏
牙
を
具
え
た
〈
生
身
仏
〉

─
お

よ
び
鄮ぼ

う

県け
ん

阿
育
王
塔
を
模
造
し
た
舎
利
奉
籠
の
七
宝
合
成
の
塔
と

い
う
、
釈
迦
な
い
し
天
竺
に
由
来
す
る
宝
物
を
携
え
て
永
延
元
年

（
九
八
七
）
に
帰
国
し（

（1
（

、
一
躍
朝
野
の
注
目
を
集
め
る
存
在
と
な
っ
た
。

奝
然
は
三
国
由
来
の
〈
生
身
仏
〉
の
霊
威
を
以
て
、
愛
宕
山
を
比
叡

山
に
比
肩
す
る
南
都
仏
教
の
拠
点
に
し
よ
う
と
企
図
し
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
奝
然
に
対
抗
す
る
か
た
ち
で
、
源
信
や
仁
康
（
源
融
の
三
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7　古代から中世へ

男
。
良
源
に
師
事
）
ら
天
台
僧
た
ち
も
、
正
暦
年
間
（
九
九
〇
〜
九
九
五
）

を
中
心
に
、
三
国
伝
来
の
正
統
性
を
込
め
た
「
自
国
産
生
身
仏
」
を

造
立
し
、
供
養
を
行
う
よ
う
に
な
る（

（1
（

。
特
に
、
源
信
が
横
川
に
建
立

し
た
霊
山
院
は
、
そ
の
名
の
通
り
霊
鷲
山
に
擬
え
ら
れ
た
仏
堂
で
あ

り
、
内
部
に
安
置
さ
れ
た
釈
迦
如
来
像
に
対
す
る
法
会
や
僧
俗
の
結

縁
は
、
必
ず
や
『
法
華
経
』
の
霊
鷲
山
説
法
そ
の
も
の
と
受
け
止
め

ら
れ
た
は
ず
だ
。

　

奝
然
に
よ
る
釈
迦
如
来
立
像
の
将
来
や
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
源
信

ら
の
〈
生
身
仏
〉
供
養
が
実
際
に
行
わ
れ
た
の
は
『
三
宝
絵
』
成
立

以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
為
憲
が
奝
然
と
直
接
の
交
友
関
係
を

有
し
て
い
た
か
否
か
は
定
か
で
な
い
。
し
か
し
、
為
憲
の
盟
友
で
あ

る
慶
滋
保
胤
が
奝
然
と
交
友
関
係
に
あ
り
、
入
宋
前
の
奝
然
の
た
め

に
著
し
た
「
奝
然
上
人
入
唐
時
為
レ

母
修
レ

善
願
文
」（『
本
朝
文
粋
』
巻

一
三
）
に
お
い
て
、
釈
迦
の
遺
跡
の
巡
拝
や
文
殊
の
生
身
に
値
遇
す

る
こ
と
の
困
難
さ
を
自
覚
し
つ
つ
、
必
ず
や
釈
迦
と
文
殊
が
憐
愍
を

垂
れ
て
我
が
身
を
迎
え
入
れ
て
く
れ
る
は
ず
だ
と
い
う
、
奝
然
の
強

固
な
意
志
を
余
す
点
な
く
表
現
し
て
い
る
事
実
を
考
慮
す
る
と
、
為

憲
も
保
胤
同
様
、
奝
然
の
巡
礼
行
の
実
現
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
る

で
あ
ろ
う
、
天
竺
有
縁
の
〈
生
身
仏
〉
の
実
在
を
確
信
し
て
い
た
と

み
て
大
過
あ
る
ま
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
ま
さ
し
く
天
竺
有

縁
の
高
僧
で
あ
る
菩
提
僊
那
の
存
在
が
、
行
基
文
殊
化
身
説
の
根
拠

と
し
て
語
ら
れ
る
意
味
も
明
ら
か
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

十
一
世
紀
後
半
の
『
扶
桑
略
記
』
に
お
い
て
は
、
菩
提
僊
那
の
来

日
目
的
は
文
殊
（
の
化
身
た
る
行
基
）
の
拝
謁
に
あ
っ
た
と
合
理
化
さ

れ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
現
実
世
界
に
お
け
る
五
臺
山
（
お
よ
び
天

竺
）
が
聖
地
と
し
て
の
求
心
力
を
喪
失
し
た
こ
と
で
、
釈
迦
や
文
殊

に
対
す
る
志
慕
の
念
が
、
観
念
の
次
元
に
お
け
る
内
向
き
の
信
仰
へ

と
変
化
し
て
い
っ
た（

（1
（

こ
と
と
無
縁
で
は
あ
る
ま
い
。『
三
宝
絵
』
や

『
扶
桑
略
記
』
に
見
え
る
行
基
文
殊
化
身
説
も
ま
た
、
奝
然
将
来
の

釈
迦
像
と
同
様
、
天
竺
有
縁
の
霊
鷲
山
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
べ
き
思

想
史
的
必
然
性
が
あ
っ
た
の
だ
。
そ
し
て
、
当
代
の
行
基
文
殊
化
身

説
に
説
得
力
を
与
え
る
存
在
が
、
ま
さ
し
く
天
竺
か
ら
中
国
を
経
て

日
本
へ
と
や
っ
て
来
た
菩
提
僊
那
で
あ
り
、
ゆ
え
に
為
憲
に
よ
っ
て

選
択
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

三
、
今
後
の
見
通
し
─
結
論
に
代
え
て

　

さ
て
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
が
「〈
懺
悔
・
滅
罪
〉
か
ら
〈
救
済
〉

へ
」
と
い
う
展
開
様
式
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
か
、
さ
ら
に
、
こ

の
展
開
様
式
を
「
古
代
か
ら
中
世
へ
」
と
い
う
シ
ェ
ー
マ
に
当
て
は

め
る
こ
と
が
妥
当
な
の
か
否
か
。
既
に
紙
幅
が
尽
き
か
け
て
い
る
上
、

筆
者
に
は
十
分
な
論
証
を
行
う
準
備
も
な
い
が
、
現
時
点
に
お
け
る

大
ま
か
な
見
通
し
を
呈
す
る
こ
と
で
、
結
論
に
代
え
る
。

　

第
一
章
に
て
確
認
し
た
よ
う
に
、
八
〜
九
世
紀
の
文
殊
信
仰
は
懺
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悔
・
滅
罪
を
期
待
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
薬
師
信
仰
と
強
い
親

和
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。『
文
殊
涅
槃
経
』
に
よ
る
と
、
文

殊
を
媒
介
と
し
た
懺
悔
・
滅
罪
は
「
若
有
二

衆
生
、一
但
聞
二

文
殊
師
利

名
、一
除
二

却
十
二
億
劫
生
死
之
罪
一。（
中
略
）
其
有
レ

得
レ

聞
二

文
殊
師

利
名
一

者
、
見
二

形
像
一

者
、
百
千
劫
中
、
不
レ

堕
二

悪
道
一

」（
（1
（

と
い
っ
た

言
説
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
文
殊
の
名
号
を
耳
に
し
た
り
（
仏
像

を
媒
介
と
し
て
）
そ
の
姿
形
を
想
念
し
た
り
す
る
と
い
う
行
為
を
通
じ

て
実
現
す
る
と
さ
れ
て
い
た
。
敢
え
て
常
套
表
現
を
用
い
る
な
ら
ば
、

当
該
期
の
文
殊
信
仰
は
『
文
殊
涅
槃
経
』
の
呪
句
的
受
容
に
拠
る
点

が
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

然
る
に
、『
三
宝
絵
』
が
成
立
し
た
十
世
紀
中
頃
は
、
愛
宕
山
や

横
川
・
河
原
院
に
お
い
て
、
三
国
由
来
の
〈
生
身
仏
〉
を
媒
介
に
、

霊
鷲
山
の
釈
迦
説
法
が
時
空
を
超
え
て
再
現
さ
れ
た
時
代
で
あ
っ

た
。
単
な
る
仏
像
で
は
な
く
、
肉
体
を
有
す
る
釈
迦
や
文
殊
に
相
見

え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
確
信
こ
そ
が
、
具
体
的
に
は
「
若

有
レ

人
念
、
若
欲
三

供
養
修
二

福
業
一

者
、
即
自
化
身
、
作
二

貧
窮
孤
独

苦
悩
衆
生
、一
至
二

行
者
前
一

」（
（1
（

と
い
っ
た
、
忍
性
ら
の
実
践
を
支
え
る

原
理
に
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
与
え
、
そ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
新
し
い

〈
信
〉
の
あ
り
方
を
育
む
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

以
上
の
よ
う
な
仮
定
の
も
と
、
筆
者
は
『
三
宝
絵
』
の
行
基
文
殊

化
身
説
に
対
し
、
古
代
か
ら
中
世
へ
と
至
る
大
き
な
思
想
的
展
開
の

契
機
を
見
出
し
得
る
と
考
え
る
。
更
な
る
後
考
を
期
し
て
擱
筆
す
る
。

注
（
1
）	

『
霊
異
記
』
上
巻
「
信
二
敬
三
宝
一
得
二
現
報
一
縁
第
五
」。

（
2
）	

『
類
聚
三
代
格
』
巻
二
「
応
レ
修
二
文
殊
会
一
事
」。

（
3
）	

堀
池
春
峰
「
家
原
寺
蔵 

行
基
菩
薩
縁
起
図
」（
初
出
一
九
六
二

年
。『
南
都
仏
教
史
の
研
究 

上 

東
大
寺
篇
』
法
蔵
館
、
一
九
八
〇

年
）、「
南
都
仏
教
と
文
殊
信
仰
」（
初
出
一
九
六
九
年
。『
南
都
仏
教

史
の
研
究 

下 

諸
寺
篇
』
法
蔵
館
、
一
九
八
二
年
）、「
婆
羅
門
菩
提

僧
正
と
そ
の
周
辺
」（
初
出
一
九
八
八
年
。『
南
都
仏
教
史
の
研
究 

遺
芳
篇
』
法
蔵
館
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
4
）	

吉
田
靖
雄
「
文
殊
信
仰
の
展
開
」（
初
出
一
九
七
七
年
。『
日
本

古
代
の
菩
薩
と
民
衆
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
三
年
）、「『
日
本
霊

異
記
』
の
行
基
と
文
殊
菩
薩
」（
初
出
一
九
七
八
年
。
同
前
）。

（
5
）	

『
顕
戒
論
』
巻
中
「
開
二
顕
文
殊
上
座
一
篇
第
三
」（『
伝
教
大
師

全
集
』〈
以
下
『
伝
全
』〉巻
一
、
九
一
〜
一
〇
六
頁
）、「
開
下

示
大

乗
文
殊
為
二
上
座
一
新
制
明
拠
上
十
六
」（
同
前
、
一
〇
五
頁
）。

（
6
）	

上
田
純
一
「
平
安
期
諸
国
文
殊
会
の
成
立
と
展
開
に
つ
い
て
」

（『
日
本
歴
史
』
四
七
五
、
一
九
八
七
年
）。

（
7
）	

拙
稿
「
文
殊
信
仰
を
め
ぐ
る
行
基
菩
薩
像
形
成
史

─
『
日
本

霊
異
記
』
を
起
点
と
し
て
」（『
古
代
文
学
』
五
八
、
二
〇
一
九
年
）。

（
8
）	

拙
稿
「『
三
宝
絵
』
に
お
け
る
行
基
像

─
菩
提
僊
那
と
の
関

わ
り
を
め
ぐ
っ
て
」（『
日
本
思
想
史
学
会
五
十
周
年
記
念
論
集
』

〈
仮
〉、
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
九
年
刊
行
予
定
）。

（
9
）	
な
お
、
二
〇
一
八
年
度
大
会
に
先
行
し
て
開
催
さ
れ
た
プ
レ
シ
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9　古代から中世へ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
二
〇
一
八
年
九
月
十
六
日
、
於
学
習
院
大
学
）
で
は
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
司
会
を
務
め
ら
れ
た
末
木
文
美
士
・
土
田
健
次
郎
両

氏
、
総
括
質
問
者
の
金
津
日
出
美
氏
、
高
橋
文
博
大
会
委
員
長
（
当

時
）
や
前
田
勉
会
長
（
当
時
）、
賴
住
光
子
・
松
田
宏
一
郎
両
氏
を

は
じ
め
出
席
者
の
方
々
か
ら
、
本
番
の
発
表
や
質
疑
に
直
結
し
得
る　

重
要
か
つ
有
益
な
数
々
の
御
教
示
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
改
め
て
、
謝

意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
10
）	

敬
明
『
大
唐
国
衡
州
衡
山
道
場
釈
思
禅
師
七
代
記
』
で
は
、
中

国
の
衡
山
に
応
化
し
た
「
西
国
一
婆
羅
門
僧
」
の
達
磨
が
「
無
機
、

人
情
麁
悪
、
貪
欲
為
レ
行
、
殺
害
為
レ
食
」
な
「
海
東
」
に
転
生
し
、

「
宜
レ
令
下
宣
二
揚
正
法
一、
諫
中
止
殺
害
上
」
こ
と
を
期
し
て
寂
滅
し
て

お
り
（『
寧
楽
遺
文 

下
巻
』
八
九
三
頁
）、
イ
ン
ド
→
中
国
→
日
本

へ
と
転
生
す
る
高
僧
の
イ
メ
ー
ジ
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
11
）	

稲
本
泰
生
「
奝
然
入
唐
と
「
釈
迦
信
仰
」
の
美
術

─
南
京
大

報
恩
寺
址
出
土
品
を
参
照
し
て
」（
Ｇ
Ｂ
Ｓ
実
行
委
員
会
編
『
ザ
・

グ
レ
イ
ド
ブ
ッ
ダ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
集
第
十
五
号
論
集 
日
宋
交

流
期
の
東
大
寺

─
奝
然
上
人
一
千
年
大
遠
忌
に
ち
な
ん
で
』
東
大

寺
、
二
〇
一
七
年
）。

（
12
）	

上
川
通
夫
『
平
安
京
と
中
世
仏
教

─
王
朝
権
力
と
都
市
民

衆
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
五
年
）。

（
13
）	

手
島
崇
裕
『
平
安
時
代
の
対
外
関
係
と
仏
教
』（
校
倉
書

房
、
二
〇
一
四
年
）。

（
14
）	

『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
十
四
巻
、
四
八
一
頁
Ａ
一
五
〜
Ｂ
九
。

（
15
）	

同
前
、
四
八
一
頁
Ａ
二
九
〜
Ｂ
一
。

　

補
記

　
　

入
稿
後
、
曾
根
正
人
「
平
安
初
期
仏
教
界
と
五
台
山
文
殊
信
仰

─

『
日
本
霊
異
記
』
上
巻
巻
五
縁
五
台
山
記
事
が
語
る
も
の
」（
倉
本
一

宏
・
小
峯
和
明
・
古
橋
信
孝
編
『
説
話
の
形
成
と
周
縁 

古
代
篇
』
臨

川
書
店
、
二
〇
一
九
年
五
月
）
を
披
見
す
る
機
会
を
得
た
。

　
　

曾
根
論
文
で
は
、
小
稿
「
一
、
は
じ
め
に
」
で
言
及
し
た
『
霊
異

記
』
に
お
け
る
行
基
文
殊
化
身
説
の
底
流
に
南
都
（
と
く
に
大
安
寺
）

由
来
の
「
伝
統
的
な
治
病
祈
願
の
顕
教
文
殊
信
仰
」
が
存
在
し
た
と
す

る
一
方
、
天
長
期
の
文
殊
会
創
始
を
促
し
た
要
因
が
最
澄
『
顕
戒
論
』

の
記
述
に
で
は
な
く
、
不
空
高
弟
の
唐
僧
・
恵
果
か
ら
金
剛
界
密
教
を

伝
授
し
た
空
海
と
勤
操
と
の
人
的
交
流
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　

日
本
に
お
け
る
行
基
文
殊
化
身
説
の
淵
源
が
〈
懺
悔
・
滅
罪
〉
に
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
小
稿
（
お
よ
び
、
注（
7
）

（
8
）
に
挙
げ
た
関
連
論
文
）
で
は
、
行
基
文
殊
化
身
説
発
展
の
背
景

と
な
る
文
殊
信
仰
そ
の
も
の
の
展
開
に
つ
い
て
、
必
ず
し
も
十
分
な
考

察
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
曾
根
に
よ
る
指
摘
を
も
視
野
に
入

れ
た
上
で
、
さ
ら
な
る
後
考
を
期
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

�

（
東
北
福
祉
大
学
専
任
講
師
）
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